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 児童の見守りボランティア活動 
 

 
 

 

 

 
 
 

 
 

・ 低学年児童の下校時に合わせ、学区内の 20 ヶ所に待ち受け拠点を設け、ボ

ランティアが週１回の当番制で声かけ運動をしている。 

・ 年間の延べ参加者数は約 1,500 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年、全国的に小学校児童の誘拐事件が多発した。当鳴海東部学区には

人口が急増する区域があり、事件が発生する心配があったため、児童の見守り活

動を始めた。  

【鳴海東部学区】 

 ■世帯数：3,629 世帯  

 ■人 口：9,704 人 

 ■面 積：2.858ｋ㎡ 
平成 24 年 4 月 1 日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

 

チラシの回覧、学区だよりの配布。   

【住民への PR 方法】

【アピールポイント】  

ボランティアは長寿者が中心なので、無理のない活動にしている。待

ち受け時間は 20 分程度、場所は自宅近くの希望する拠点にしている。

都合が悪くなった日は連絡なしで不参加でも可。学校の行事日など変則

時間となる日は実施しないこととしている。 

 

緑区 鳴海東部学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 
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(１) 運営メンバー 

区政協力委員、町内会・自治会長、

民生委員児童委員、PTA  

計約 50 人 

(２) 他団体との協力 

鳴海東部小学校及び PTA 

(３) 運営協力 

小学校及び PTA に呼びかけ、ボ

ランティアを補充している。 
 

 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 世代を超えた心の交流が始まった。おかげで今まで事件は発生していない。 

(２) 苦労した点 

・ 参加者の確保。絶えずボランティア

を補充していく必要がある。 

・ 学期ごとに当番表を作成する関係で、

学校と綿密な打ち合わせをしなくて

はならない。 

(３) 今後の課題・展望 

・ 学区民の要望は年々変わってくる。

現在は防犯活動への要望が強く、組

織立ち上げの受け皿が確保できない。 

(４) メッセージ・アドバイス 

・ 活動が長続きするために、ボランテ

ィア一人ひとりの負担を軽くするよ

うにしている。 

  

H17 年 

10 月 

組織の立ち上げ、ボランティア

募集開始 

▼ 

H18 年 

5 月 
活動内容の説明会実施 

▼ 

9 月 児童見守り活動開始 

▼ 

H22 年

1 月

ボランティア再募集のための回

覧 

 ３ 実施の体制  ４ 実施のスケジュール 

 ５ 成果と課題 


